
　                  講座の目的と概要　
＊創造主のみわざのすばらしさに感動し、
　その感動を伝える働き人が起こされる。
＊創造論の講演に加え、創造論の背景とな
　る知識や考え方を少人数で学ぶ。
＊創造を伝えるために役立つ資料の提供。
＊修了証授与（全日程参加者）
＊創造論を用いての個人伝道、CS や教会で
　のメッセージ、講演ができるよう協力。
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設計か偶然か

　みなさんは、大空に翼を広げて
悠然と飛んでいる鳥を見て、自分
もあのように飛べたらと思ったこ
とはないでしょうか。
　歴史を通じて様々な人が鳥を真
似て空を飛ぼうと試みてきまし
た。９世紀にはイベリア半島のイ
ブン・フィルナースが、11 世紀
には英国でマルムズベリーのエイ
ルマーが滑空に成功したと言われ
ています。15世紀末頃には、『最
後の晩餐』や『モナリザ』で知ら
れる画家のレオナルド・ダ・ヴィ
ンチが飛行機の設計図（図 1）を
描きました。彼は鳥の骨格や筋肉
の付き方を詳しく調べ、飛翔の様
子の観察結果を記録しました。
　20 世紀初頭に、動力飛行機が
初飛行に成功し、研究が重ねられ
たことで航空力学の理解は飛躍的
に進展しました。
　1968 年に書かれた飛行機設計
論の巻頭言にこうあります。

「工学的創造力を修練するには多
くの方法があるであろう｡ しかし
､ 最良の教科書であり､ 教師であ
るのは自然では無かろうか｡ …鳥
の飛翔､ 魚の遊泳､ 野の草の風に
たなびく風情､ 樹の幹と枝および
､ 葉の茂みの調和､ いずれも自然
の恵みによる生育の過程の表象で
ある一木一草､ 一鳥一魚､ みな我々
の輝ける永遠の教師であろう」1

　この本が書かれてから 50 年余
りが過ぎ、人の航空力学に関する
知恵と知識と技術は、学ぶ必要の
ない高みに到達したでしょうか。
そうではありません。今でも鳥か
ら学んで改良に改良が重ね続けら
れているのです。
　先の本のことばを借りて言え
ば、自然界の鳥は、今も「我々の
輝ける永遠の教師」であり続けて
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いるのです。
　この教師は、進化論で主張され
るように「誰かの目的や意図によ
らず、たまたま進化して出現した」
のでしょうか。それとも「人の知
恵や技術を遥かに超えた知的設計
者が目的と意図をもってデザイン
し設計した知恵と技術の結晶」で
しょうか。

鳥の飛翔高度

　鳥の中で最も高く飛ぶ鳥は、ど
のくらいの高度を飛んでいるで
しょう。1973年に西アフリカの
コートジボアール上空で飛行中の
ジェット機のエンジンにマダラハ
ゲワシが巻き込まれました。その
高度は11,300mで、そこでは0.19
気圧で気温はおよそ−50℃です。2

そのような環境でも鳥が飛べるの
は不思議としかいいようがないの
ではないでしょうか。
　この高度は商業用ジェット機の
巡行高度とほぼ同じです。アネハ
ヅルやインドガンも同様に、標高
8,000m のヒマラヤ山脈を越える
渡り鳥として知られています。そ
こでは気温− 35℃〜− 20℃、0.3

気圧しかありません。人と違って
鳥はなぜこのような環境で生活で
きるのでしょうか。
　人と同じような肺をもつ哺乳類
のコウモリの中でメキシコオヒキ
コウモリは約 3,000mの高さまで
しか観測されていません。3

　なぜ鳥がそのような高度を飛べ
るかというと、肺と血管の仕組み
が人やコウモリと大きく違うため
だと考えられます。

鳥の呼吸システム

　人は横隔膜や肋間筋によって胸
郭を拡大縮小させることで肺が膨
張収縮して呼吸します。
　低地で生活する人にとっては
ちょうど良いこの呼吸法ですが、
気圧の低いところでは、酸欠で高
山病になってしまいます。高空を
飛ぶ鳥には、このシステムは致命
的です。そのため鳥には効率の良
い呼吸システムが備えられていま
す。このシステムの肺は、一方通
行に空気が流れるように入口と出
口を備えていて、絶えず肺に新し
い空気が流れ込むようになってい
ます。

２

　多くの鳥は 9個の気嚢（数は種
類によって異なる）があり、それ
らは部位によって前気嚢と後気嚢
の２通りの役割を果たします。図
2のように鳥が空気を吸い込むと
きはすべての気嚢が同時に膨らみ
ます。このとき前気嚢には空気が
肺を通過して蓄えられ、後気嚢に
は肺を通過する前の空気が蓄えら
れます。次に気嚢が同時に収縮す
ると、ガス交換の済んだ前気嚢の
空気はそのまま外に吐き出され、
後気嚢の空気は肺を通過して外に
吐き出されます。このように鳥は
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逆流性ガス交換システムを備えて
います。これら 2つのシステムに
よって鳥は高地における耐性が他
の動物よりも優れているのです。
さらにインドガンなど 8,000m級
の山を越えて渡りをする鳥は、酸
素親和性の非常に高い特殊なヘモ
グロビンを備えていることがこれ
を可能にしています。
　さらにもう一つ鳥と人で大きく
違うのは、鳥には汗腺がないとい
うことです。人も鳥も活動すれば
体温が上がります。人は汗の蒸発
で奪われる気化熱で体温を下げる
ことができますが、汗をかかない
鳥にはそれができず、代わりに呼
吸が体温調節の一役を担っていま
す。空気が気嚢に入ると余剰の熱
を吐息に転化して体外に放熱しま
す。鳥の呼吸システムは空冷シス
テムでもあるのです。このように
鳥は呼吸一つをとっても独特で複
雑なシステムによって複数の役割
を担っているのです。
　今回は取り上げていませんが、
翼の形状による飛び方の違い、鳥
の各部位の役割に合わせた羽根の
形状と構造、鳥の撥水法や防塵法

など、詳細がわかればわかるほど、
それらがすばらしい技術だと知る
ことができます。
　2019 年には、NASA が飛行中
に形状を柔軟に変形させられる翼
の開発に成功したことを発表し
ました（写真上）。鳥が飛ぶ状況
に合わせて翼の形状を変えるよ
うに、この翼も形状を変えること
ができます。これまでの一枚の大
きな翼と違い数千の同じ形状のモ
ジュールを組み合わせて翼を作り
ます。しかしもちろん、これで鳥
そっくりになったわけではなく、
新しい翼に向けた第一歩を踏み出
したところです。
　この翼は NASA とマサチュー
セッツ工科大学の共同開発の成果
です。たまたま偶然に出現したわ
けではありません。その教科書と
なったすばらしいシステムの組み
合わせである鳥は、偶然に出現し
たことを示しているでしょうか。
それとも人知を超える知的設計と
技術によって造られたことを示し
ているでしょうか。

外気を吸うときも吐くときも新し
い空気が肺を通過する仕組みを備
えているのです。4

逆流性ガス交換システム

　酸素を素早く体内に取り入れる
ための仕組みはこれだけではあり
ません。肺の中の空気の通り道で
ある側気管支に沿って毛細血管が
走っていて、その血流の向きと空
気の流れとは逆向きになっていま
す。この逆流性ガス交換システム
によって急速に酸素と二酸化炭素
のガス交換が可能になります。4　

特殊なヘモグロビン

　さらにインドガンと低地に生息
する鳥のヘモグロビンの比較実験
により、インドガンのヘモグロビ
ンは酸素と非常に結合しやすい特
殊なヘモグロビン（酸素親和性を
低下させる赤血球中の有機リン酸
塩と結合しにくい）となっていま
す。4　このようにすべての鳥は、
常に新しい酸素を肺に送り込める
気嚢による呼吸システムと、肺の
酸素を血管中に素早く取り込める
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写真上／NASA が開発した可変翼マッドキャット。
　　　　NASA ラングレー研究所の風洞実験室にて
写真右／マッドキャットを構成するモジュール部品
提供：NASA
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講義・イベント予定
■創造を伝える働き人養成講座
　 *2022/2/21-22 ＠北海道／網走
■春の創造セミナー
　 * 春休み期間で調整中
■秋の創造セミナー
　 *2022/10 月 13-15 日予定
主講師：A. マッキントッシュ博士
　　元英国リーズ大学教授
　　ホテルグリーンプラザ白馬
■第四回全アジア創造
　カンファレンス台湾大会
　　2023 年 7 月を予定

お問い合わせ・セミナーのご依頼は、
　ジェネシスジャパンまで　

献金のお願い
国内外に創造のみわざを伝えるため、
ご支援をお願いします。
ジェネシスジャパン
ゆうびん振替　00350-7-3364
ゆうちょ銀行　10650-52405611

ご連絡
・Covid-19 の沈静化に伴い、国内での
　講演活動を再開しています。
　創造に関するセミナー・講演をご
　希望の方はご連絡ください。

・創造を伝えたい方、ぜひ養成講座に
　ご参加ください。またお近くで講座
　開催希望の方はご相談ください。

・アジア圏で Covid-19 が早く終息し、
　創造を伝える働きを再開できたらと
　願っています。覚えていただければ
　幸いです。

　米国で 2019 年に行われた世論
調査（ギャラップ社による）によ
れば、天地創造を信じている人が
大勢いることがわかります。
　調査結果によると「人は過去
一万年以内に最初から人として創
造された」と信じている人 40%、
「人は創造主が進化させて数百万
年かけて創造された」と信じてい
る人 33%、「創造主は存在せず人
は数百万年をかけて進化して出現
した」と信じている人 22% と報
告されています。5

　この結果に多くの日本人は驚く
かもしれません。しかし、米国だ
けが例外ではなく、創造を信じる
のが当たり前の国は世界中に多く
存在します。

創造を伝える働き人養成講座
【募集要項】
・聖書の言葉が創造主の言葉だと信じる方。
・御子イエス・キリストを救い主と信じる方。
・創造を信じることの大切さを学び、伝えたいと 願う方。

講座開催予定
　　サテライト講座
　　網走 2022/2/21-22　1 泊 2 日（一般・教役者）
　　会場：グレースチャペル
　　（参加費等はお問い合わせください）
　　　　　　詳細はジェネシスジャパンまで
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米国で創造を信じる人・進化を信じる人
　では、日
本ではなぜ
進化論が大
多数に信じ
られている
かというと、
進化論しか
聞いたこと
のない人が
大勢いるた
めです。
　この世論調査は、人類の起源につ
いてですが、宇宙や天体、地球とそ
こに生息する動植物の起源について
も同様の結果が出るでしょう。米国
では多くの人が天地創造を信じて
いて、生物も知的設計者によって
造られたと信じていることを示し
ているのです。
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